資料
第7章-③-ケアマネジメントに必要な基礎知識及び技術(居宅サービス計画等の作成)
課題整理総括表の記載方法
※1　本書式は総括表でありアセスメントツールではないため、必ず別に詳細な情報収集・分析を行うこと。なお「状況の事実」の各項目は課題分析標準項目に準拠しているが、必要に応じて追加して差し支えない。
※2　介護支援専門員が収集した客観的事実を記載する。選択肢に○印を記入。
※3　現在の状況が「自立」あるいは「支障なし」以外である場合に、そのような状況をもたらしている要因を、様式上部の「要因」欄から選択し、該当する番号（丸数字）を記入する（複数の番号を記入可）。
※4　今回の認定有効期間における状況の改善/維持/悪化の可能性について、介護支援専門員の判断として選択肢に○印を記入する。
※5　「要因」および「改善/維持の可能性」を踏まえ、要因を解決するための援助内容と、それが提供されることによって見込まれる事後の状況（目標）を記載する。
※6　本計画期間における優先順位を数字で記入。ただし、解決が必要だが本計画期間に取り上げることが困難な課題には「－」印を記入。
(課題整理総括表より引用)

実際の作成方法
テキスト内の課題整理総括表を配布していますので、それを使用してください。
1 現在＊2のところに〇がすでについています。神谷花子さんの現在の〇がついている、一部介助に〇があるところ、全介助に〇があるところ、支障ありに〇があるところの「備考」に現在の状況や支援内容を記載します(第7章②P294～P296参照)
2 自立した日常生活上の阻害因子と考えられるものを記載します。
3 一部介助・全介助・支障ありを選択している内容の原因となっている、自立した日常生活上の阻害因子と考えられるものの番号を記載してください。複数選択も可能です。
4  現在の認定有効期間(P352神谷さんの場合はR5.5.1～R5.6.30)内に予想される改善/維持の可能性の中から、改善/維持/悪化を選択してください。
5 　見通し欄には「要因」及び「改善/維持の可能性」から要因を解決するための援助内容を記載します。
6 生活全般の解決すべき課題に見込まれる事後の状態像「目標」を記載します。
7 優先順位を記載する。認定の有効期間内に実施しない事については「－」と記載
8 利用者及び家族の生活に対する意向を記載してください。

自立した日常生活上の阻害因子＝介助が必要になった原因や支障があることの原因
